
将来、４９％の仕事がなくなる？
2015年に野村総合研究所が、１０年から２０年後に、 

今、日本で働いている人の約半数の４９％の職業が、機械 

やＡＩ（人工知能）によって代替が可能だと発表しました。 

今、そのことが現実的に起き始めています。 

ＡＩと人間は何が違うのでしょうか。ＡＩは答えのある 

問いに対して、人間よりも早く正確に導き出すことができ 

ます。一方、人間は答えのない問いに対して思考すること 

ができます。思考や感情は、「人間ならでは」のものと言 

えます。 

～２１世紀をたくましく生き抜くための～ 

学んだ知識や技能を使いこなす「知恵」 
この人間ならではの思考や感情こそが、２１世紀をたくましく生き抜くための鍵

となるのではないでしょうか。七尾中学校では、「何を知っているか、何ができる

か」はもちろん大切ですが、「知っていること、学んだこと、できるようになった

ことを、友達と力を合わせて使いこなし、協力して課題を解決していく」「正解の

ない問いに対して、思考を巡らせ、意見を交わしてよりよい答えを生み出す」こと

を意図的に組み込んだ授業を展開していきます。その中で課題解決に向かう力やコ

ミュニケーション力を育成していきたいと思います。 

人間ならではの 

「専門性・創造性とコミュニケーション」

勉強することはめちゃくちゃカッコいい！ 
 みなさんは「もっと勉強ができるようになりたい。」と思っているでしょう。し

かし、「勉強することはカッコ悪い。」と思っている人はいませんか？勉強を頑張

っている人は「ガリ勉」とからかわれたり、ダサい人扱いをされがちです。 

でも、最後に笑うのはどちらでしょう。勉強を続け、努力している人が笑うので

す。勉強というものはスポーツなどに比べて勝てる確率が非常に高いものです。

「素質」よりも「努力」がモノをいい、頑張った分だけ結果として返ってきます。

今日から「勉強することはめちゃくちゃカッコいい！」という意識改革をしまし

ょう。 

勉強の努力は、あなたを裏切りません！
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返事・挨拶・言葉使い、そして時々の笑顔！ 
 最近、「おはようございます。」の生徒の声が大きくなってきたように感じます。

声の大きさは自分に対する自信の表れだと思います。さわやかな声で挨拶をされ

る私は大変すがすがしく感じるとともに、こんな挨拶ができる子は大きくなって

も友達や先輩からかわいがられるだろうと思いました。 

 「返事・挨拶・言葉使い、そして時々の笑顔！」 

があれば、社会に出てからもかわいがってもらえる。 

 私の先輩からいただいた心に残る一言です。 

努力したからといって必ず勝つとは限らない 
しかし、勝者は必ず努力している！ 

 中学生の部活動時間はどこの学校においても平等に平日２時間程度しかありませ

ん。「２時間の部活動時間を確保する。」ことが大切ですよね。終礼などが終わっ

たらダッシュで活動場所に行き、１分でも早く活動を開始する意識が統一されてい

るチームを目指しましょう。この２時間をいかに集中して取り組むか、いかにして

練習効率を上げるのかが勝敗の分かれ目でしょう。そして、常に「この練習は何の

ためにやっているのか？」「どんな場面で使うのか？」を考えながらスキルを身に

つけましょう。 

 監督はみなさんがスキルを身につける手伝いをするだけで、そのスキルをどの場

面でどのように使うかを決めるのは皆さんなのです。 

限りある時間の中で、最大の効果を出す。 


